
育ててきた空豆の収穫や、手ぬぐいの玉ねぎ染めを経験した 5月。 

特に玉ねぎ染めの活動は、化学的な要素も含まれて 

不思議と面白さが交錯したひと時でした。 

 

自分で作ったものは世界にひとつの宝物になります。 

それが苦労して作り上げたものであればあるほど 

物を大切にする心も芽生えます。 

何かを生み出せる手にこそ 

生きるための力へと繋がっていくと信じています。 

 

6月の梅仕事も、もうすぐ。いよいよ梅雨の時期ですかねぇ・・・☂ 

 

 

 

 

 ５月 30 日（木） 

手仕事の大切さ 


